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〔共同研究支援センター設置期間：平成27年10月～令和7年3月（予定）〕

センターの概要

【分　野】
木材の利用促進・木材加工

【キーワード】
建築の木質化、資源循環、木育

（1）主たる研究分野

（2）研究概要
　平成22年10月1日、「公共建築物等における木材の
利用の促進に関する法律」の施行を受け、林業の再生
や森林の適正な整備、地球温暖化の防止等に貢献する
ことを目的として、公共建築物における木材の利用の
促進が始まっています。
　この法律は、今までの公共建築物に対する非木造の
概念を大きく転換し、耐火建築物とすること等が求めら
れない低層の公共建築物については積極的な木造化
を、建具や什器を含めた内装等については木質化する
ことを目的としています。

（3）取り組み
　本研究センターでは、毎年、「広島の子供たちが、広島
の木で、広島の施設に設置されるベンチ」のデザインコ
ンペを実施しました。具体的には、広島県、広島県教育
委員会の後援を受け、一般社団法人 広島県木材組合
連合会との共同事業として、小学生の夏休みの課題と
して木製ベンチのデザインを課題として与えています。
　またこの取り組みでは、本学の学生がボランティアで
小学生が描いたベンチを製作し、小学生に表彰式の場
で披露しました。
　広島の木を中心に、本学の学生と小学生、その家族と
が喜びにより繋がりました。
今後とも本取り組みを継続的することにより、喜びの輪
を広げ、生徒や学生における県産材活用の原動力にし
ていきます。

（4）取り組みの拡大を目指して
　本研究センターでは、（官）広島県農林水産局林業
課、（産）一般社団法人 広島県木材組合連合会と常に
連携して、毎年12月に、シンポジウム「HIROMOKU 
DESIGN AWARD」を開催しております。
　このシンポジウムでは、毎年、ものつくり大学の赤松
明学長や職業能力開発総合大学校松留慎一郎名誉教
授をお迎えして、講演をいただいた後、一般社団法人 
広島県木材組合連合会の菅野康則会長、本研究セン
ターの構成員を交えたパネルディスカッションを開き、
今後、本研究センターが進むべき方向を確認しておりま
す。今後も産学官連携の下、地域社会全体をワクワク
感で繋げる情報発信に努めるとともに、本研究センター
と同様の取り組みを目指す大学などとの連携を増やし、
かつ強めていきたいと考えております。

建築分野における木材利用研究センター
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描いたベンチが実物になる（小学生とボランティア学生）


